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金田町ではじめての 

モニユメントブリツジ完成 

平和橋 
（中元寺川） 

MARCH 

金 田 町 

企 画 開 発 課 

0947 (2 2 ) 0555 (代) 

0947(22 )0782 

行

集

 

発

編

 TEL 
FAX 

■まちづくりの合言葉（キーワード） 

力一感 動（ょろこびとやさしさ） 
ナー仲良し（ふれあいと協調） 

ダー大好き（ふるさと愛と自立） 

住みつづけたいまち カ ナ ダ 

住んでみたいまちKANADA 



暴力絶滅宣 且＠頂1恐＠まちづくり 

編岡県立大2/2~H？くり設替会 

暴
力
は
、
わ
れ
わ
れ
住
民
の
平
穏
な
 

日
常
を
お
び
や
か
す
最
も
憎
む
べ
き
反
 

社
会
性
の
犯
罪
で
あ
る
。
 

田
川
地
区
に
お
い
て
は
暴
対
法
の
施
 

行
以
来
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
も
の
 

の
、
今
尚
暴
力
行
為
は
あ
と
を
た
た
 

ず
、
筑
豊
田
川
地
区
住
民
の
生
活
に
大
 

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
中
で
も
青
少
年
 

に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
 

が
あ
る
。
 

現
在
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
『
明
る
 

HOW T0まちづ之り「金賢総気 
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
』
 
を
進
め
て
い
 

る
金
田
町
と
し
て
は
、
暴
力
こ
そ
は
絶
 

対
に
ゆ
る
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
民
 

主
主
義
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
最
大
の
 

敵
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
我
々
は
、
 

一
切
の
暴
力
行
為
 

を
絶
滅
し
な
い
か
ぎ
り
、
真
の
基
本
的
 

人
権
の
行
使
と
平
和
な
明
る
い
金
田
町
 

の
建
設
は
あ
り
え
な
い
。
 

今
こ
そ
金
田
町
全
住
民
が
総
力
を
結
 

集
し
、
良
識
と
勇
気
を
持
っ
て
暴
力
を
 

グ《 
一

一

一

一

『

 

金田町 を許さない住民総決起大会 
《
、
暴
カ
を
憎
み
、
暴
カ
ふ
る
、
 

運
動
曹
展
開
し
よ
う
。
 

、
暴
力
団
て
り
き
あ
わ
な
い
じ
 

暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
 

一
、
暴
カ
パ
関
心
を
も
ち
、
暴
カ
 

絡
歳
に
協
カ
し
ょ
・
つ
。
 

《
、
あ
ら
ゆ
る
暴
タ
（
”
為
山
彪
減
し
 

明
っ
ノ
お
寡
な
金
異
v
業
で
、
、
ュ
 

倉
 

憎
み
許
さ
ず
、
警
察
、
行
政
、
町
民
が
 

常
に
連
携
の
も
と
に
団
結
と
実
践
に
よ
 

っ
て
平
和
で
明
る
く
、
豊
か
な
金
田
町
 

の
実
現
を
目
指
し
、
す
べ
て
の
暴
力
に
 

毅
然
と
立
ち
向
か
う
こ
と
を
こ
こ
に
宣
 

言
す
る
。
 

（
暴
力
絶
滅
宣
言
文
）
 

田川警察署に暴力取締強化の要請 

ご乞なの勇 
勤追放グ 

町内くまなく車で“暴力追放I、レード 

イザ 暴力追放街頭行動に出発 

町内の各団体 地区総出の暴力追放街頭行動 

て’ 

若い視点で、地域づくりを考えよう 

とユニークなアイデアも発表された。 

町民約8〇人が熱心に聞き入った。 

田
川
市
の
県
立
大
学
社
会
原
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
 20 

日
、
金
 

田
町
総
合
会
館
で
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。
「
文
化
」
「
産
業
」
 

「
福
祉
」
「
教
育
」
「
自
然
」
 
の
五
分
野
に
わ
た
っ
て
地
元
の
人
 

た
ち
と
の
交
流
と
、
あ
ら
ゆ
る
施
設
を
訪
問
し
て
得
ら
れ
た
 

情
報
を
生
か
し
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
 

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
こ
の
 

研
究
に
数
々
の
ア
イ
デ
ア
が
披
露
さ
れ
た
報
告
会
で
し
た
。
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【社会福祉協議会だより】 

入賞おめでとうございますZノ 
社会福祉法人福岡県社会福祉協議会、福岡県明るい長寿社会づくり推 

進センター主催とともに、高齢者の創作による絵画・彫刻・彫塑、工芸、 

書、写真などの作品を展示することをとおして、高齢者の文化活動を促 

すとともに、「第7回全国健康福祉祭シルバー作品展」への福岡県代表作 

品を選考することを目的として、去る平成6年1月25日（火）~30 日（日） 

の6日間、「福岡市中央区NHK福岡放送センターLKホール」において 

開催されました。 

金田町より12名の方が、作品展に出品され、どれも素晴らしい作品で 

はございましたが、厳しい審査の中より、つぎの2名の方が、晴れて入 

賞されました。 

出品された作品は、高齢者の作品とは思えないほど力強く、若々しい 

もの、逆に高齢者ならではの熟練されたもの、人の生きざまや、ぬくも 

りを感じさせるもの、作者の努力や、苦心の後の見えるものなど、様々 

で、見る人それぞれに深い感動を与えてくれるものばかりです。 

出品された方々の日頃からのご精進に深く敬意を表しますとともに、 

更に来年を期待して、金田町より多くの方が入賞されることを希望しま 

して、私のお祝いのことばといたします。 

社会福祉法人金田町社会福祉協議会 

会 長 犬 丸 瑞 穂 

"===＝~＝＝ヒh ヒロh口h"""""”口舞”h =＝う戸＝h=＝~”””ヒとロロ「””"====""h =＝ヒヒどロぬ“‘ぬ嶋ぬ””“「＝'==="""""=＝~ 

一 ~ 」． ー 一 I 
I 
J 
万 
# 

⑥洋画の部（版画） 

奨励賞 

『春の秋月黒門』 

田代 稔さん（70）金田町新町 

⑨エ芸の部 

優秀賞 

『花びん』 

辻 智子さん（67）金田町堀川 

つきたての 

'‘もち’’はいかがですか 

年末から2月にかけて各地区でもちつ 

き大会がさかんに行なわれていますが、 

ここに紹介します。高見地区では地区民 

総出でもちつき地区内のお年寄につきた 

てのもちをプレゼントしています。 

（高見地区のみなさん） 

第7回少年の主張大会 
第7回金田町少年の主張大会（町青少年健全育成町民会議主催）が2月6日（日）総合会館で 

開かれ、金田小5,6年生と金田中1 ,2年生の計24人が、町の将来や環境、人権、国際交流など 

をテーマに堂々と意見を発表しました。 

（敬称略） 
私たちは主張しましたI, 

「ぼくの夢」 「私の夢」 

田 中 雅 之（小5) 

「鳥と自然」 

郁 恵（小5) 

陽 子（小5) 

佳 子（小5) 

弥 生（小6) 

朱 保（小6) 

美 恵（小6) 

理 加（小6) 

竜 児（小6) 

和 敏（小6) 

直 美（小6) 

貴 子（小6) 

美瑛子（小6) 

辻 

「金田町のすばらしさ」 

南 

「まず自分のまわりから」 

津 川 

「ペットを大切に」 

藤 田 

「私の町・金田町」 

持 尾 

「自然を大切に」 

ニェ・チョウエン（中1) 

「人権を考える」 

市 岡 雅 子（中1) 

「身体障害者」 

浦 田 慶（中1) 

「差別について」 

田 村 正 美（中1) 

') 0 

「差 別」 

浦 野 

「私の冬休み」 

岩 永 

「差別する人される人」 

藤 井 

「自然はかい」 

藤 本 

「水を大切に」 

若 林 

「今、金田町から」 

藤 本 

「金田町について」 

岡 林 

吉 田 かおり（中1) 

「本当の平和を願って」 

和 田 茜（中1) 

「障害者問題」 

和 田 良 枝（中1) 

「笑顔は平和ハ、の第一歩・ 

車イス国際テニス大会に学んだこと」 

永 末 誠（中2) 

「青春が輝いた日」 

吉 田 大 樹（中2) 

「アメリ力旅行で考えたこと」 

松 村 喜 彦（中2) 

「ほんの小さな勇気」 

辰 島 啓 太（中2) 

「子ども会活動からつかんだこと」 

天 賀 典 彦（中2) 

福祉活動の第一線へ 

．町より社会福祉協議会ハ、贈呈グ 

ノ 

▼社会福祉協議会専用車 

昨年のホームヘルパー専用車に 

つづいて2台目の社会福祉協議会 

の専用車が町より贈呈されまし 

今までより活発な小回りのきく 

福祉活動にがんばります。 

(
(
）
牙
打
打
打
〉
打
訂
打
万
打
万
耳
万
打
方
耳
打
方
打
万
万
打
万
打
万
万
耳
方
方
万
《
打
《
訂
訂
打
I
方
方
 

最優秀賞 特別賞 特別賞 最優秀賞 

天賀 典彦君 ニェ・チョウエンさん 永末 誠君 岩永 理加乱 

（中2年） 

帝7 ifJfl4)琢桧 
あ
た
た
か
い
善
憲
 

あ
り
が
誓
つ
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

つ
ぎ
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
 

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
金
は
社
会
福
祉
事
業
（
お
 

年
寄
り
の
幸
の
た
め
に
、
障
害
（
児
）
 

者
の
幸
の
た
め
に
、
母
子
寡
婦
の
幸
 

の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
の
 

推
進
の
た
め
に
、
そ
の
他
福
祉
の
充
 

実
）
に
有
意
義
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
犬
丸
 
瑞
穂
 

【
香
典
返
し
】
 

故
 
中
村
カ
ズ
ェ
様
 

宝
見
 
中
村
 
雅
彦
様
 

故
 
高
橋
 

一
郎
様
 

福
吉
 
高
橋
ョ
シ
子
様
 

故
 
妹
尾
ム
ッ
ェ
様
 

神
崎
 
妹
尾
 
幸
男
様
 

故
 
属
 
サ
カ
ェ
様
 

新
町
 
属
 

公
弘
様
 

故
 
相
原
 
末
子
様
 

神
崎
 
松
島
 

開
様
 

【
ご
寄
付
】
 

有
限
会
社
 
巽
 
工
業
 

代
表
者
 
属
 

卓
見
様
 

有
限
会
社
 
月
峯
興
産
 

代
表
取
締
役
 

月
峯
 
照
之
様
 

田
川
春
秋
記
者
ク
ラ
ブ
 

讃
責
新
聞
、
毎
日
新
聞
 

朝
日
新
聞
、
西
日
本
新
聞
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【今月は何があるかな】 【今月は何があるかな】 

t

・
ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
・
→
 

日 曜日 時 間 場 所 催 し物・行事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

22 火 こ 

23 水
 

10 : 00-15 】 00 

10 : 20-

社会福祉センター 心 配 ご と 相 談 

お 別 れ 会 

社会福祉協議会 

金 田 保 育 園 

22 一6631 

22 一0435 

24 木
 10 : 30'-

式
 

式
 

業
 

園
 

修
 

修
 

金田小・中学校 

ひらばる幼稚園 

22 一0061 

・0136 

22 - 5622 

彼岸の明け 

25 金
 

19 : 00~ 
総 合 会 館 

文化講演会 

常田 富士男氏 

" 

、‘ 、 

社 会 教 育 課 

谷 22 一 2200 

、，// 

、γ J 

産 業 労 働 課 22 - 6665 犀星忌 

総務課庶務係 22 - 0555 

金 田 保 育 園 22 - 0435 

宝 見 保 育 園 22 - 4435 

26 土
 

9 】 00-13 : 00 

10 : 00- : 

堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 
土 曜 閉 庁 

卒 園 式 

⑩
 

日
 こ 

28 月
 

こ 1 日 父 親 交 流 会 社会福祉協議会 22 一6631 

29 火 
9 】 30- 卒 園 式 神 崎 保 育 園 22 一3399 

30 水
 

こ 
31 木

 
8:30-17・00 総務課会計係 2 月分水道料金納付期限 水道課業務係 22 一6669 

1994年（平成6年）4月（卯月［うづき］APRIL) 

1
 

金
 

10 】00～ 一 入 園 式 

園
所
園
 

育
育
育
 

保
保
保
 

田
崎
見
 

金
神
宝
 

22 一0435 

22 一3399 

22 一4435 

に
J
 火 二 始 業 式 金田小・中学校 

22 - 0061 

22 一0136 

［ー 木
 

金 田 小 学 校 入 学 式 金 田 小 学 校 22 一0061 

8
 

金
 

金 田 中 学 校 入 学 式 

始 園 式 

金 田 中 学 校 

ひらばる幼稚園 
22 -0136 

22 一5622 

11 月 入 園 式 ひらばる幼稚園 22 一5622 

②

⑨

⑩

）

④

⑩

 

日
 

9: 30-13: 00 堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 産 業 労 働 課 22 一6669 

1994年（平成6年）5月（皐月［さっき］MAY) 

25ー29 

水

ー

 日
 

二 
金 田 

ふ れ あ い 

スポーッ公園 

玉際車イステニス大会 社 会 教 育 課 22 一2200 

国際交歓会 

も開かれます 

ご期待を 

29 日
 

こ 中 学 校 体 育 祭 金 田 中 学 校 22 -0136 

1994年（平成6年）3月（弥生［やよい］MARCH) 

日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

1
 

火
 

二 
広報『カナダ』3 月号発行 

建 設 工 事 指 名 願 受 付 

企画開発課広報 

土 木 鉱 害 課 

22 一0556 

22 一6668 

っ」 水
 区

 

木
 

13 : 30-14 : 30 宇都宮 医 院 麻しん（はしか）予防接種 福祉課環境衛生係 22 一6664 ひな祭り 

月
吐
 

金
 

13 : 30-14 : 30 吉 田 医 院 

6 年 生 を 送 る 会 

麻しん（はしか）予防接種 

金 田 小 学 校 

福祉課環境衛生係 

22 0061 

22 一6664 

に。 土
 

0
 

0
 

Q
リ
 

＼
 

」
 

0
 

0
 

。
u
 

堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 
土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

総務課庶務係 

22 - 6665 

22 - 0555 

⑥
 

口］ 

9 : 00'-12 : 00 総 合 会 館 ふ れ あ い 探 訪 
―高柳・上金田方面 

社 会 教 育 課 22 - 2200 啓塾 

7
 

月
 

8
 

火
 

9 : 00'- 役場2階議事堂 

広報『カナダ』4月号原稿締切 

3 月 定 例 議 会 開 催 

企 画 開 発 課 

議 会 事 務 局 

22 一0556 

22 一6662 

。
U
 

水
 

石炭記念公演 
高 校 入 学 試 験 

お 別 れ 遠 足 神 崎 保 育 所 22 - 3399 

10 木
 

9 : 30'-
13 : 00-17 : 00 役場2階議事堂 

お 別 れ 会 

金 田 町 農 業 委 員 会 

かみかなだ保育園 

産 業 労 働 課 

22 一3653 
22 -6665 

11 金
 

10 : 00- 中 学 校 卒 業 式 

12 土
 

9 : 00-43 : 00 堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 

土 曜 閉 庁 

休 業 日 

産 業 労 働 課 

総務課庶務課 

金田小・中学校 

22 一6665 

22 -0555 

22 一0061 

東大寺二月 

堂お水取り 

⑩
 

日
 

8: 30- 】 町 民 会 館 町民綱引 き 大会 社 会 教 育 課 22 一2200 

14 月
 

9 : 00- 役場2階議事堂 議 会 （2 日 目） 議 会 事 務 局 22 - 6662 

15 火 13 : 30-45 : 00 総 合 会 館 結核講習会「気になる成人病」 福祉課環境衛生係 22 -6664 

16 水
 

10 : 00~ 
金 田 小 学 校 卒 業 式 金 田 小 学 校 22 一0061 

17 木
 

9 : 00-
役場2階議事堂 議 会 最 終 日 議 会 事 務 局 22 一6662 

18 金
 

10 : 00-
お 茶 話 会 神 崎 保 育 所 22 -3399 

彼岸の入り 

19 土
 

9: 00---13 : 00 

10 :00~ 

堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 
土 曜 閉 庁 

卒 園 式 

産 業 労 働 課 

総務課庶務課 

ひらばる幼稚園 

22 一6665 

22 - 0555 

22 一5622 

⑩
 

［口 12 : 00-'---17 : 00 勤労者体育 
セ ン タ ー 

ふ れ あ い 塾 

イべン ト開催 
学 校 教 育 課 22 - 0425 

②
 

月
 

こ 秋 分 の 日 彼岸の中日 

4

1

 
ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ン
エ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
ー
 

※ ご注意ください。網かけの日 （毎週土・日曜日と祝祭日）は、すべて役場が休みの日です。 

※ 議会日程については4日（金）の議会運営委員会で正式決定されます。 

(7) 1994年（平成6年）3月1日 1994 年（平成6年）3月1日（6) 



【お知らせ】 

私
達
 

も
ー
つ
一
年
た
ち
ま
し
た
グ
 

昨
年
4
月
入
庁
し
た
若
手
職
員
 

住
民
課
 
竹
宗
 

慶
 

役
場
に
入
っ
て
無
我
夢
中
で
最
初
の
 

一
年
は
終
わ
り
ま
し
た
。
 

新
年
度
は
も
ー
つ
少
し
ゆ
と
り
を
も
つ
 

て
中
味
の
あ
る
一
年
に
し
た
い
で
す
。
 

住
民
課
 

村
上
 
美
佳
 

職
員
と
な
り
一
年
、
今
で
は
町
民
の
 

方
々
と
も
親
し
く
な
り
、
仕
事
に
も
慣
 

れ
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
 

も
、
ど
ー
つ
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

社
会
教
育
課
 
若
林
 
友
克
 

一
年
間
無
我
夢
中
で
社
会
教
育
活
動
 

を
行
な
つ
て
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
ゆ
 

と
り
を
も
ち
社
会
教
育
を
通
じ
て
町
民
 

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
 

企
画
開
発
課
 
森
野
 
道
正
 

金
田
町
役
場
職
員
に
採
用
さ
れ
早
や
 

一
年
、
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。
こ
れ
 

か
ら
も
「
明
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
」
 

の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

こ
こ
数
年
、
世
界
中
が
地
球
環
 

境
や
人
権
に
力
を
入
れ
て
い
ま
 

す。 国
レ
ベ
ル
や
民
間
レ
ベ
ル
で
地
 

道
に
活
動
が
行
わ
れ
、
憲
章
を
作
 

成
し
た
り
、
将
来
を
話
し
合
っ
た
 

り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
 

大
切
さ
を
訴
え
、
と
き
に
は
援
助
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
活
動
は
、
国
ゃ
特
定
 

の
人
た
ち
だ
け
が
行
う
も
の
と
思
 

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
同
じ
よ
 

う
な
善
意
の
行
動
が
あ
な
た
に
も
 

で
き
ま
す
。
そ
の
ー
つ
が
献
血
で
 

す。 献
血
に
は
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
 

献
血
、
四
百
ミ
リ
リ
ソ
ひ
抄
献
 

血
、
さ
ら
に
血
液
中
の
血
葉
や
 

血
小
板
と
い
っ
た
、
成
分
だ
け
を
 

採
取
す
る
成
分
献
血
の
三
種
類
が
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
、
自
分
 

の
望
む
献
血
方
法
を
選
べ
ま
す
。
 

採
取
し
た
献
血
は
、
血
液
の
全
成
 

分
を
も
つ
全
血
製
剤
、
赤
血
球
や
 

血
小
板
な
ど
成
分
ご
と
に
分
け
ら
 

れ
た
血
液
成
分
製
剤
、
血
策
か
ら
 

特
定
の
タ
ン
。
ハ
ク
質
を
取
り
出
し
 

た
血
策
分
画
製
剤
と
大
き
く
三
つ
 

に
分
け
ら
れ
医
療
機
関
に
供
給
さ
 

れ
ま
す
。
 

全
血
製
剤
と
血
液
成
分
製
剤
 

は
、
国
内
の
献
血
で
賄
え
る
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
が
、
血
葉
分
画
製
 

剤
は
、
約
八
割
以
上
が
ま
だ
輸
入
 

に
頼
っ
て
い
ま
す
。
人
工
的
に
作
 

れ
な
い
臓
器
の
一
部
で
あ
る
血
液
 

を
、
商
品
の
よ
う
に
購
入
す
る
日
 

本
は
、
国
際
的
に
も
厳
し
く
批
判
 

を
受
け
る
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
 

で
し
ょ
う
。
 

一
日
も
早
く
す
べ
て
 

の
血
液
製
剤
を
国
内
の
献
血
で
自
 

給
す
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
る
の
 

で
す
。
 

一
九
九
一
年
の
献
血
者
は
約
八
 

百
七
万
人
、
全
人
口
の
六
・
六
％
 

で
し
た
。
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の
愛
 

を
行
動
に
移
し
て
く
だ
さ
い
。
 

献
血
は
、
人
の
命
を
救
う
尊
い
 

行
為
な
の
で
す
か
ら
 

αQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひα 
D D 

α
D
a
D
a
D
a
D
a
D
a
p
a
p
a
D
a
D
a
b
a
p

α
 

,，手話へのおさそいS I'

罵 ／舞 ビー馳 
gノ 一r

 

α
D
a
b
a
D
a

幻
a
D
a
D
a

幻
a
b
a
p
a
b
a
D

α
 

警察官の新制服 

スタートノ 

警察官の制服が、4月1日から全 

国ー斉に替わります。 

新制服は、スマートで明るく機 

能的で県民の皆様の期待に応える 

警察活動が、従来以上に活動的に 

行えるようになっております。 

J 
q 

紅 茶 好 き ですか？ 
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に
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選
と
な
り
、
 

？
多
年
の
経
験
を
活
用
し
た
経
営
と
 

」
相
ま
つ
て
成
功
を
見
る
こ
と
が
で
 

（
き
ま
し
た
o
 

一

 

？ 

当
時
の
記
録
に
よ
り
ま
す
と
炭
 

「
層
は
五
尺
及
び
四
尺
の
二
層
で
、
 

発
電
に
よ
り
炭
坑
の
電
化
を
は
神
 

貢
献
を
し
ま
し
た
。
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在
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送
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し
ま
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た
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明
治
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十
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年
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平
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治
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年
（
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避
病
院
の
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設
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覧
氏
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ー
ハ
柳
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一
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最
初
の
一
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す
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2
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田
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柳
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刈
 
加
 
繭
 
鵬
 
鹸
 
誘
 
I

一 
一 

格 付 氏 名 所得金額 格 付 氏 名 所得金額 

横 綱 谷 茂 平 881(. 

張出横綱 島 津 勝太郎 1800 

大 関 許 斐 衛 1 1 3( 大 関 六 角 高 機 1300 

小 結 千 手 槌太郎 7l/ 小 結 柳 沢 治 ノ、 680 

前頭1 荒 牧 仁 吉 61b 前頭1 荒 牧 源三郎 590 

前頭2 犬 丸 幸次郎 51〇 前頭2 門 屋 清 平 500 

前頭3 藤 戸 文 作 42o 前頭3 白 石 伍 平 390 

前頭4 稲 垣 棟太郎 3〇〇 前頭4 島 津 幸五郎 330 
1

一 

都
一
 

臨
辞
能
瞳
鍵
影
慧
「
一
「
m

」
“
冨
讐
 

株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
火
力
 
田

所

 

福
士
 

と
二
ら
ら
・
 

一

・

・

ー

 
と
ノ
「
 
J

・
【
，
‘
《
J
 
.
．
一
、
 

散
る
前
の
淋
し
さ
み
せ
て
楓
葉
が
紅
く
 

小
さ
く
ふ
る
へ
て
の
た
り
 

阿
部
 
重
宏
 

狭
庭
な
れ
ど
あ
ま
ね
く
初
日
差
し
込
む
 

る
縁
に
座
り
て
夫
と
茶
を
飲
む
 

山
口
 
倭
子
 

細
雪
ほ
ど
ろ
ほ
ど
ろ
に
降
り
し
さ
て
杉
 

の
葉
白
き
英
彦
の
社
 

佐
竹
喜
久
雄
 

母
親
に
別
れ
を
告
げ
し
花
嫁
の
さ
し
ゆ
 

く
傘
に
粉
雪
か
か
る
 

上
原
 
安
子
 

蝋
梅
の
根
じ
め
に
さ
し
し
寒
椿
そ
の
一
 

輪
が
冬
を
告
げ
を
り
 

市
丸
須
磨
子
 

部
屋
中
の
整
理
な
し
つ
つ
右
肩
の
や
や
 

に
上
れ
る
わ
が
文
字
を
見
る
 

稲
富
み
つ
こ
 

ま
た
来
る
か
ら
ま
た
来
る
か
ら
と
幼
ら
 

は
小
さ
く
な
る
ま
で
手
を
振
り
て
を
り
 

」
肩
 
和
子
 

髭
の
び
し
高
校
生
が
バ
ス
の
中
で
握
手
 

し
降
り
た
り
彼
は
教
え
子
 

岡
野
富
司
生
 

も
ー
つ
す
ぐ
に
寒
く
な
る
よ
と
手
作
り
の
 

ス
カ
ー
ト
に
添
え
て
力
ル
シ
ュ
ウ
ム
届
 

く
 

加
治
 
智
子
 

草
鮭
は
き
一
足
歩
き
し
幼
子
は
ま
わ
り
 

の
拍
手
に
尻
も
ち
を
つ
く
 

加
来
ス
マ
子
 

今
聞
い
て
今
忘
れ
ゆ
く
我
な
れ
ど
青
春
 

時
代
の
北
京
な
つ
か
し
 千

手
佐
起
子
 

元
日
も
流
動
食
で
過
ご
す
母
格
別
餅
を
 

好
み
て
丙
し
が
 

白
石
 
幸
造
 

宿
の
げ
た
を
つ
っ
か
け
て
出
る
石
こ
ろ
 

の
道
に
老
い
た
る
友
の
あ
ぶ
な
し
 

香
月
こ
の
え
 

霜
と
け
て
軒
よ
り
落
つ
る
水
玉
の
瑠
璃
 

に
光
れ
り
ひ
と
つ
ま
た
ひ
と
つ
 

福
田
 

昌
 

抱
き
た
き
思
ひ
こ
ら
え
て
遠
き
孫
の
泣
 

き
声
を
聴
く
受
話
器
の
奥
に
 

白
石
 
信
子
 

歌
つ
く
ら
む
と
心
が
く
れ
ど
な
か
な
か
 

に
思
い
叶
わ
ず
は
が
ゆ
き
ば
か
り
 

渡
辺
 
勝
由
 

春
彼
岸
は
母
の
命
日
亡
き
夫
は
秋
彼
岸
 

な
り
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
咲
く
 

香
月
ミ
サ
ヲ
 

友
の
家
訪
へ
ば
留
守
な
り
軒
下
に
ア
ロ
 

工
の
花
の
さ
は
に
咲
き
を
り
 

久
保
 

の
ぶ
 

心
し
て
生
き
ね
ば
一
人
の
生
活
に
失
敗
 

な
ど
は
許
さ
れ
ぬ
も
の
 井

手
元
智
恵
子
 

音
も
な
き
夜
半
に
起
き
出
で
て
師
の
歌
 

集
味
わ
い
つ
つ
読
む
夜
の
明
く
る
ま
で
 

藤
林
 
俊
信
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倉臓図 

03 月5日（土） 

午後1時～ 

福祉講演会 

演題「寝たきりゼ口と安心して 

老後を迎えるために」 

講師 広島県公立 

みつき総合病院 

院長 山口 昇氏 

入場料 無料 

ところ 方城町民体育館 

03 月5日・12日・19日・26日 

午前1〇時ヘノ 

方城町農産物直売ふれあい市 

ところ 町立医療センター前 

急田図 

⑥3月13日（日） 

明日を築く少年団体の集い 

ところ 文化福祉総合会館 

03 月15日（火） 

お田植祭 

ところ 金村神社 

月の主な行事 
【全国版】 

1日（火） 

国土緑化キャンペーン（'-5月） 

「いい旅しよゲ94」キャンペーン 

春の全国火災予防運動（'-7日） 

全国山火事予防運動（-'7日、 

車両火災予防運動（-7日う 

3日（木） 

耳の日 

7日（月） 

消防記念日 

8日（火） 

国際婦人デー 

10日（木） 

農山漁村婦人の口 

東京大空襲の日 

21日（月） 

春分の日 

22日（火） 

国連水の日 

放送記念日 

23日（水） 

世界気象デー 

25日（金） 

電気記念日 

31日（木） 

教育基本法・学校教育法公布の日 

緑化強調期問 

(3月「日～5月31日） 

国審回 

03 月6日・13日・20日・27日 

午前9時～ 

ふれあい朝市 

ところ 役場前広場 

03 月6日（日） 

午前1〇時～ 

梅祭り大会 

ところ 神宮院、その他 

03 月27日（日） 

ウオークラリー大会 

ところ 町内 

お囲図 

03 月6日（日） 

午前9時3〇分～ 

第9回今任地区駅伝大会 

ところ 峰集会所広場 

国棚嗣 

⑥3月8日（火）~3月27日（日） 

小田次男展 

～文楽人形を描く～ 

入場料 一般30〇円 

高・大生20〇円 

小・中生10〇円 

ところ 田川市美術館 

⑥3月22日（火） 

午後6時3〇分～ 

九州人形芝居フェスティバル 

～文楽公演～ 

入場料 大 人 3 ,00〇円 

中学生以下1,50〇円 

ところ 田川文化センター 

⑥3月23日（水） 

午後1時3〇分～ 

文化講演会 

演題「文化創造と地域の力」 

講師 鈴木 健二氏（評論家） 

～文化講演会に引き続き～ 

九州人形芝居公演 

・伊加利人形・今津人形 

・旭座人形・清和文楽人形 

入場料50〇円 

ところ 田川文化センター 

鼠田図 

03 月6日（日） 

午後3時～ 

そえだミユージックフエア皿 

入場料1，〇〇〇円（全自由席） 

ところ オークホール 

⑥3月13日（日） 

午前9時～ 

第11回子ども会駅伝大会 

ところ サンスポーツランド 

周辺コース 

03 月13日（日） 

午後12時3〇分～ 

第9回子ども祭り 

ところ サンスポーツランド 
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国民年金からの 

お知らせノ 

r 篇芽;鼠義蕪蘇覇ります 
~ 定額保険料 Hloo 円 

~ー煮！讐讐400警ぎ翌鷲とー ゲ
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国
民
年
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に
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国民年金保険料は基礎年金（老齢・障害・遺族）を支払うための大切な財源です。基礎年金は将来にわたり 

生活の基礎的部分を賄うものですから、その年金額の値打ちが守られるよう物価の上昇に応じて毎年4月に 

年金額の改定が行われるほか、少なくとも5年毎には生活水準の向上にみあう年金額の見直しが行われます。 

また、このように物価上昇や生活水準の向上による年金額の弓は上げに照らして、保険料も段階的に引き 

上げられることになっています。 

現在、年金を受けている方々の暮らしを支え、将来、私たち自身が年金を受けとるときの年金の値打ちを 

確かなものにするための保険料引き上げです。どうぞご理解ください。 

★便利でお得な前納制度もあります。 

国民年金保険料の前納を利用されると、毎月納めに行く手間が省けるうえに保険料の割引がありお得で 

す。4月に平成7年3月までの1年分を前納される場合、保険料は表のとおりです。詳しくは、役場住民課の 

国保年金係（容22 -6663）までお尋ねください。 

定額保険料 定額保険料＋ 付加保険料 

毎月納めた場合 
(11,100円×12月） 

133 ,200 円 

((11,100円＋400円）×12月〕 

138 ,000 円 

前納 し た場合 129 ,9 9 0 円 134 ,670 円 

割引 さ れ る 額 3,210 円 3 ,330 円 

ト＋+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++＋十＋+++++++++++++++++++++++++++' 

J ⑥老人保健届lナ出一覧表 
、’ 

塚と芭些堕型Il塗坐j-LLi黄L 

こ ん な と き＼ソジ一 手続きに必要なもの→ミ／いっまでに 
70 歳になったとき 保険証、印かん 14日以内に 

―定の障害（“寝たきり’’など）のある方が65 

歳になったとき。65歳を過ぎて、一定の障害の 

ある状態になったとき 

国民年金証書、身体障害者手帳また 

は医師の診断書、保険証、印かん すみやかに 

他の市区町村へ転出するとき 保険証、印かん すみやかに 

他の市区町村から転入してきたとき 保険証、印かん 転入後14 日以内に 

同じ市区町村の区域内で住所ゃ氏名が変わった 

とき 
老人医療証、保険証、印かん 14日以内に 

加入している医療保険が変わったとき 新しい保険証、老人医療証、印かん すみやかに 

生活保護を受けるようになったり、医療保険の 

加入資格を失ったとき 
保険証、老人医療証、印かん すみやかに 

死亡したとき 死亡した方の老人医療証、印かん 14日以内に 

※ お問い合わせは役場住民課国保年金係（冨22一6663）まで 

(11) 1994 年（平成6年）3月1日 1994 年（平成6年）3月1日（10) 
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岡崎 嘉雄君 

田川の子どもたちによる絵画展 

金田町の案内板など表彰される 

松山ブロジェクトチーム会長（右） 
楠木イメージづくり委員長（左） 

編
集
後
記
 

ヒ

パ

 助
 

ヒ
バ
リ
は
、
春
が
く
る
と
空
の
上
 

で
、
ピ
ー
チ
ク
。
ハ
ー
チ
ク
と
さ
え
ず
 

る
鳥
と
し
て
お
な
じ
み
で
す
。
ヒ
バ
 

リ
の
声
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
 

が
、
さ
て
、
そ
の
姿
は
 

あ
ま
り
 

印
象
に
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
方
 

が
、
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

ヒ
バ
リ
は
、
麦
畑
や
草
む
ら
の
中
 

に
巣
を
作
り
ま
す
。
体
の
色
は
、
外
 

敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
地
面
の
 

色
に
似
た
灰
色
か
が
っ
た
褐
色
で
 

す
。
派
手
な
鳴
き
声
に
似
ず
、
姿
は
 

地
味
で
す
。
 

ヒ
バ
リ
の
雄
は
、
繁
殖
期
に
な
る
 

と
、
縄
張
り
の
上
を
舞
い
な
が
ら
さ
 

え
ず
り
ま
す
。
巣
に
戻
る
と
き
は
、
 

巣
の
位
置
を
知
ら
れ
な
い
た
め
に
、
 

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
下
り
、
歩
い
 

て
巣
に
戻
り
ま
す
。
 
し
か
し
、
飛
び
 

立
つ
時
は
、
巣
か
ら
直
接
飛
び
出
し
 

ま
す
。
 

昔
は
ヒ
バ
リ
を
捕
ら
え
て
飼
育
 

し
、
「
ヒ
バ
リ
か
ご
」
と
い
う
背
の
高
 

い
か
ご
に
入
れ
て
、
そ
の
鳴
き
声
を
 

楽
し
む
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
揚
げ
 

ヒ
バ
リ
と
い
っ
て
、
か
ご
か
ら
空
に
 

飛
び
立
た
せ
、
ま
た
か
ご
に
戻
ら
せ
 

る
と
と
い
う
遊
び
も
あ
り
ま
し
た
。
 

ヒ
バ
リ
は
草
が
緑
に
な
る
と
、
さ
 

え
ず
り
始
め
ま
す
。
森
林
と
の
触
れ
 

合
い
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
 

1994年（平成6年）3月1日（12) 


